
インドの農業・農村を知る－マディヤ・プラデシュ州を訪れて－ 

水田高度利用担当 北川 巌 

●大豆生産における日本とインドの関係 

 インドの小規模貧困農家に対して大豆生産を強化する農業技術支援の JICA 短期専門家

として、8 月 20 日～31 日にインド国マディヤ・プラデシュ（MP）州に赴きました。 

 日本は家畜の濃厚飼料や醤油・味噌の原料などに用いる「大豆かす」の多くをインドか

ら輸入しています。インドからの輸入がなければ日本の食卓は成り立たないほどです。MP

州の大豆生産は、インドの 6 割を占め、日本の全耕地の半分以上の約 250 万 ha／年で生産

されています。大豆は貴重な現金収入になる作物ですが、平均収量が約 100kg/10a と低い

ことが課題です。私の参加したプロジェクトでは、大豆の生産技術を改善し、大豆を増収

させ、現金収入の増加による農業経営の改善を目標にしています。 

（JICAマディヤ・プラデシュ州大豆増産プロジェクト：http://www.jica.go.jp/project/india/001/index.html） 

 

●混沌の中に秩序があるインドは循環型社会？ 

 最近のインドは、めざましい発展の話を耳にします。それはニューデリーなどの大都市

の話です。地方都市や農村では、昔と変わらず、大勢の人と家畜などの生き物が混沌とし

た中で共同生活をしています（動画１）。インドの生活は、古代文明の地で 4000 年以上の

歴史を受け継いで、ゆっくりした時間の中で、気候や地形などの自然の恵みを享受してい

ます。 

インドの農村では、雨期の冠水を考慮して、地形に

より居住地、水田や畑を使い分けています。地域を縦

断するような幹線の排水路や盛土などによる土地の

整備はなされていません（写真１と写真４）。与えら

れた自然の環境を受け入れ、それに合わせて生活して

います。 

街を歩いていると、驚かされることでいっぱいで

す。その一つに、いまだにゴミをどこにでも捨てる習

慣が残っています。地元の方は、水を飲んだプラスチ

ックカップなどをその辺に捨てます。昔の容器類は使

い捨ての素焼きカップが使用されていたので、その習

慣が残っているそうです。そのため、町のいたる所に

ゴミが散乱しています。私たちが宿泊したホテルには、

「ゴミはゴミ箱に捨ててください」と書かれているほ

どです。ただし、家畜が食べることができる生ゴミ

は、いつも捨てる場所が決まっているようです（写真２）。生ゴミは市街地でも放し飼いに

なっている牛や豚、ヤギなどの餌になります。以前、インドで生活していた方の話と聞く

写真１ 農村の風景 

写真２ 道端のゴミ捨て場 

http://www.jica.go.jp/project/india/001/index.html


と、地形の高い位置にある居住地の生活のゴミや糞尿が水により洗い流され、下流の沼や

川、農地に流れ込み、生物などの栄養源になり、物質の循環に寄与していたとのことでし

た。現在は生活用品にプラスチックや化学繊維が多く使用され、ゴミの問題もあるように

思います。しかしながら、プラスチックや缶、化学製品を集める大人・子供とゴミの収集・

買い取り業者を見かけることもあり、新たな生業も生まれているようで、複雑な心境です。 

 

●MP 州の農業の現状 

 インドでは地域により農業が異なります。中部の畑作が盛んな MP 州は月平均最高気温

が 25～40℃と気温が高く、11～5 月が乾期、6～10 月が雨期で、乾期には灌漑のいらない

チクピーと数回ほど灌漑する小麦が、雨期には水稲（長粒米の直播と移植）や大豆が栽培

されています。 

 MP 州の土壌は、母材が玄武岩や石灰岩質で pH が 7 以上と高く、粘質な膨潤性粘土のた

め、乾期には堅く亀裂が発達し、雨期には膨潤化して亀裂もなくなり、すぐ泥濘化して排

水性が悪く、表面滞水が絶えません（写真５）。圃場は不定形で用排水施設はなく、自然の

地形に合わせて作業道と畦を付けた状態です（写真４と５）。井戸はありますが基本的な用

排水施設はなく、天気任せの農業です。 

農家の平均所有面積は 1ha 程度と小さく、農業の経営基盤は脆弱です。中には 100ha 規

模の農地を所有して 10 人程度の従業員をもつ大地主もおり、貧富の差は激しいようです。

そのような中、規模の小さい農家でも、収穫物の保管・出荷時期の調整などにより、より

良い条件での農産物販売に取り組んでいる方もおり、農業経営の改善も進んでいます。 

現在の農業では、化学肥料と農薬、微生物資材（根粒菌など）が使用されています。化

学肥料や微生物資材の購入には費用の補助制度があり、利用を促進しているようです。農

薬も多く使用され、農薬の散布回数は日本より明らかに多いようです。このように、化学

肥料・農薬の導入した化学的な農業が普及してします。そのため、農地周辺ではトンボや

蚊が少なく、カエルやオタマジャクシを見ませんでした。蚊が少ないことは人の生活面で

良いことですが、先進国の農業の歩みを辿っているようで、少し残念に感じました。 

インドの大豆栽培は、出芽以降の生育を確保するため、雨期が始まってから播種します。

そのため、排水不良な土壌では、大豆の生育初期に湿害が多発します（写真５）。湿害対策

として高畝栽培なども行われていますが、地元製の耕耘機や播種機では、性能が悪く、耕

土や播種深度などの設定が不十分でした。 

一方で、インドの大豆栽培研究で優れている点もありました。日本の品種には導入でき

ていない茎疫病抵抗性がほとんどの品種に導入されていること、毎年、少しずつ品種を改

善して大学や研究機関が自ら普及に移していること、また、湿害への耐性を付けるため下

方への根伸長とともに高畝栽培などに対応した地表を沿う根の伸長に卓越する品種を育成

していること（写真３）を、通りかかった育種学の先生から説明を受けました。これはア

メリカの継続的な技術指導の成果であるとのことで、見習うべき技術支援の例でした。 



このように、農家が個別に対応できる品種、施肥、防

除については、技術開発が進んでいます。しかし、残念

ながら圃場整備や用排水施設整備については、MP 州の

大学では研究分野もなく、全く検討されていません。今

回派遣された短期専門家からも圃場の排水機能が十分

に確保できれば、直ぐに当初目標「200kg/10a」である

日本の収量レベルに達するとの意見もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●MP 州の農地の現状 

 MP 州の大学には農業土木の研究分野がありません。インドの圃場の区画は不定形で、用

水路・排水路はなく、用水は雨とポンプで井戸からくみ上げ田越しで灌漑、排水は道路に

沿って低いところに流れているだけです。 

水田には、信じられませんが約 30～50a 程度の圃場内に高低差 20～30cm の凸凹が当た

り前にあります（写真６）。地域の農業普及センターの機械共同利用施設や大学の機械倉庫

にはレーザーレベラーがありましたが、最近、利用した形跡はなく、サビ付いています（写

真７）。「なぜ農家は使わないのか」と尋ねると無回答でした。圃場を均平にするだけで水

没して稲が消えている部分が解消されるので、収量は大幅に向上すると思われますが、圃

場を平らにすることに乗り気ではありません。 

また、インドでは灌漑設備が整っていません。雨期の降水で充分に米を栽培できるよう

です。逆に日本の降水量を聞いて水が足りないと指摘し、灌漑施設が 100%整っていると聞

くと、ようやく納得します。インドでは、モンスーンの雨水といくつかの圃場毎にバッテ

リー式電動ポンプで地下水をくみ上げる浅井戸、農家毎に深さ 30m 以上で直径 10m 程度

の井戸（写真８）やため池になる湿地があり、乾期の灌漑の水も賄えるそうです。 

さらに、圃場に排水路を造って排水することなどは考えられないようです。排水不良は

雨期の大豆生産の収量低下の主要因です。田畑の転作を行う可能性のある地域では、幹線

排水路の整備や用排分離、計画的な用水施設の整備・運用が必要です。これにより大豆だ

けでなく、他の作物の増収も可能であると思われる。 

写真３ 根系の形が改善された品種の例 

写真５ 大豆圃場の状況 

（多くの圃場で湛水している） 

写真４ 大豆圃場の状況 

（地形に応じて農地がある） 



まず、インドでは、最低限、農業に必要な用水量の設定と用排水施設の容量を考慮した

農地の利用計画などの農業土木の基本技術を導入する必要があります。数学とコンピュー

ターの得意なインドであればより効率的な計画ができると思うのですが。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

●新たな世代への期待 

 農家の生活は楽ではありませんが、教育に対して積極的な農家もおり、ご子息を大学に

通わせ、今後の新たな農業の展開にむけて取り組んでいるようです。写真９のご家庭のご

子息は今回のカウンターパートの大学の生徒で、積極的に日本の農業の様子を尋ねてきた

ことが印象的でした。私の専門の暗渠排水について説明すると、インドでは暗渠は全く整

備されていないため、「そんなことをするのか」と私のつたない英語の説明を聞いていまし

た。また、学生や先生への講演（写真１０）の機会があり、低コスト排水改良として「カ

ッティングソイラ工法」や「無材暗渠」を紹介すると、インドにも必要な技術だと評価し

ていただき、インドでも検討してほしいと言ってくださる先生もいました。インドの農業・

農村を発展させるには、最低限の農地の基盤整備が必要です。地道に農地整備や用排水施

設整備に対する教育・指導が必要であると考えながら帰国したところです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 凸凹のある水田の状況 

（湛水の深い所で稲が消える） 

写真７ 使われていない 

レーザーレベラー 

写真８ 巨大な深井戸 

写真９ 視察した農家 写真１０ 講演の様子 


